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問

題

の

所

在

「
四
重
興
廃
」
判
は

『
法
華
玄
義
』
巻
二
上
に
そ
の
発
想
の
原
型
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
面
前

・
迩
門

ｏ
本
門

・
観
心

の
四
重
の
相
互
の
関
連
性
の
中
に
、
法
華
経
の
優
越
性
と
法
華
経
を
も

っ
て
し
て
の
止
観
観
心
と
い
う
修
行
の
あ
り
方
を
論
じ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
天
台
の
中
の
い
わ
ゆ
る
中
古
天
台
本
覚
思
想
に
お
い
て
は
こ
の
四
重
興
廃
に
よ

っ
て

「止
観
勝
法
華
劣
」
と
い
う
表
現

で
法
華
経
を
も
否
定
し
、
天
真
独
朗
止
観
明
静
の
観
心
の
概
念
を
絶
対
最
高
の
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
四
重
興
廃
は
こ
の
止
観
観
心
の

絶
対
性
超
越
性
を
導
出
す
る
教
判
理
論
の
根
拠
と
な
り
、
そ
の
理
論
構
成
に
よ

っ
て
示
さ
れ
た
観
心
の
絶
対
性
は
観
心
を
最
高
概
念
と
す

る
本
覚
思
想
の
絶
対
的

一
元
論
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
四
重
興
廃
を
中
古
天
台
思
想
の
定
型
的
な
表
現
で
示
す
と
、

「
述
の
大
教
興
れ
ば
商
前
の
大
教
廃
し
、
本
の
大
教
興
れ
ば
述
の
大
教
廃
し
、
観
心
の
大
教
興
れ
ば
本
門
の
大
教
廃
す
。
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。　
観
心
の
大
教
は
己
心
中
所
行
の
法
門
を
い
い
、　
そ
れ
は
本
述
未
分
天
真
独
朗
の
摩
訂
止
観
の
観
心
と
す
る
。

観
心
は
四
重
興
廃
に
よ

っ
て
絶
対
最
高
の
概
念
と
な
り
、
四
重
興
廃
は

「観
心
」
の
絶
対
性
超
越
性
を
表
わ
す
教
判
理
論
と
な
る
の
で

あ

る
。

「
四
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興
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こ
の
観
心
の
絶
対
性
超
越
性
を
導
出
す
る
教
判
理
論
の
構
成
に
よ

っ
て
、

「観
心
」
の
概
念
の
絶
対
性
は
中
古
天
台
本
覚
思
想
の
絶
対

的

一
元
論
と
し
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
雨
前

・
述
門

・
本
門

・
観
心
と
い
う
四
重
興
廃
の
順
序
は
、
例
え
ば
本
門
が
述
門
に
対
す
る

本
門
と
い
う
相
対
的
な
意
味
で
の
本
門
で
あ
る
と
き
、
そ
れ
は
更
に
観
心
と
対
比
さ
れ
、
そ
の
観
心
に
よ

っ
て
観
心
の
位
置
へ
と
止
揚
さ

れ
て
、
本
述
不
二
の
観
心
と
い
う
絶
対
的
立
場
を
示
す
の
で
あ
る
。
述
門
は
本
門
に
よ

っ
て
否
定
さ
れ
、
本
門
は
観
心
に
よ

っ
て
否
定
さ

れ
て
、
観
心
が
最
高
概
念
と
し
て
導
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
面
前
と
述
門
の
相
対

・
述
門
と
本
門
の
相
対

ｏ
本
門
と
観
心
の
相
対
は
そ
れ
ぞ

れ
二
者
択

一
の
論
理
と
し
て
の
取
捨
勝
劣
が
適
用
さ
れ
、
窮
極
と
し
て
観
心
が
導
き
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
観
心
が
最
高
概
念
と
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
四
重
興
廃
に
お
け
る
観
心
は
雨
前

ｏ
述
門

・
本
門
と
い
う
形
で
順
次
対
比
さ
せ
て
き
た
相
対
的
概
念
を
絶

対
的

一
元
論

へ
と
止
揚
統

一
し
よ
う
と
す
る
思
想
的
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
前
二
重
の
面
前

・
述
門

・
本
門
が
互
い
に

教
相
と
し
て
示
さ
れ
る
概
念
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
観
心
は
教
相
に
対
す
る
観
心
と
し
て
の
相
対
的
意
味
で
の
概
念
の
観
心

で
は

な

く

て
、
そ
の
教
相
を
も
否
定
止
揚
し
た
絶
対
的
な
意
味
で
の
観
心
と
し
て
、
中
古
天
台
の
観
心
至
上
主
義
が
主
張
さ
れ
、
現
実
の
あ
る
が
ま

ま
現
実
そ
の
も
の
が
絶
対
肯
定
さ
れ
て
、

「止
観
勝
法
華
劣
」
の
中
古
天
台
本
覚
思
想
の
特
徴
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
四
重
興
廃
の
順
序
に
関
し
て
考
察
し
て
み
る
に
、
商
前

ｏ
述
門

ｏ
本
門

・
観
心
と
順
次
相
対
さ
れ
て
な
さ
れ
る
興
廃
は
取
捨

勝
劣
と
い
う
二
者
択

一
の
論
理
で
あ
る
。
雨
前
よ
り
は
述
門

・
述
門
よ
り
は
本
門

・
本
門
よ
り
は
観
心
と
次
第
す
る
の
で
あ
る
。
二
者
択

一
の
論
理
に
は
、
単
に

一
方
を
取

っ
て
他
方
を
捨
て
る
と
い
う
単
な
る
取
捨
と
し
て
の
二
者
択

一
と
、
二
者
の
ど
ち
ら
か
が
他
方
を
包
摂

す
る
、
い
わ
ゆ
る
止
揚
統

一
の
形
で
の
二
者
択

一
と
が
あ
る
。
前
者
は
抽
象
的
な
統

一
を
求
め
、
後
者
は
総
合
的
な
統

一
を
求
め
る
論
理

方
法
で
あ
る
と
い
え
る
。
二
つ
の
相
対
す
る
概
念
を
比
較
対
照
し
て
、
両
者
を
ど
う
統

一
す
る
か
と
い
う
考
え
方
に
お
い
て
、
前
者
は
取

捨
に
よ
る
二
者
択

一
、
後
者
は

一
方
が
他
方
を
否
定
的
で
あ
れ
肯
定
的
で
あ
れ
包
摂
止
揚
す
る
二
者
択

一
と
し
て
の
方
法
で
あ
る
と
い
え

る
の
で
あ
る
。
「
四
重
興
廃
」
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
二
通
り
の
二
者
択

一
の
論
理
の
ど
ち
ら
か
が
適
用
さ
れ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
は



な
い
か
、
又
は
二
者
択

一
の
論
理
は
適
用
さ
れ
て
は
い
な
い
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
無
意
味
な
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る

も

の

で
あ

る
。

「
止
観
勝
法
華
劣
」
の
考
え
方
は
教
相
を
否
定
し
て
観
心
を
取
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
理
解
し
て
、
そ
の
ま
ま
四
重
興
廃
の
順
序

次
第
に
当
て
は
め
る
な
ら
ば
、
取
捨
に
よ
る
二
者
択

一
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
考
え
方
で
あ
る
と
い
え
る
。
事
実
、
日
蓮
教
学
に
お
い
て
も

『
開
目
抄
』
に
示
さ
れ
る
五
重
相
対
を
こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
理
解
し
て
い
る
立
場
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
古
天
台
思
想
の

「観
心
」
は
絶
対
的

一
元
論
と
し
て
、
教
相
を
否
定
的
媒
介
と
し
て
止
揚
統

一
し
て
い
る
と

い
え

る

の

で
、
そ
れ
を
単
な
る
取
捨
の
二
者
択

一
と
し
て
四
重
興
廃
の
本
門
と
観
心
、
又
は
教
相
と
観
心
と
相
対
さ
せ
て
得
ら
れ
る
考
え
方
と
す
る

の
は
短
絡
す
ぎ
る
と
思
え
る
。
観
心
の
絶
対
性
を
現
実
の
絶
対
肯
定
と
表
現
す
る
時
、
理
論
と
し
て
の
教
相
は
否
定
的
媒
介
と
し
て
観
心

に
止
揚
統

一
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
観
心
主
教
相
従
の
統

一
が
そ
こ
に
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
四
重
興
廃
を
考
え
る
と
き
、

包
摂
止
揚
の
二
者
択

一
の
論
理
を
考
え
な
が
ら
判
断
す
る
こ
と
は
充
分
に
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
二
者
択

一
の
論
理
を
基
準
と
し
て
、
中
古
天
台
思
想
の
教
判
と
な

っ
た
四
重
興
廃
の
考
え
方
を
媒
介
と
し
、
日
蓮
聖
人
門

下
の
学
僧
の
中
で
双
壁
と
さ
れ
る
行
学
院
日
朝
師

（
一
四
三
二
―

一
五
〇
〇
）
と
慶
林
房
日
隆
師

（
一
三
八
五
―

一
四
六
四
）
の
両
者
が

四
重
興
廃
、
更
に
は
本
述
と
観
心
、
教
相
と
観
心
を
ど
の
よ
う
に
把
え
て
い
た
か
を
比
較
対
照
し
て
み
た
い
。

０
　
行
学
院
日
朝

の

「
四
重
興
廃
」
観

行
学
院
日
朝
師

（以
下
朝
師
と
す
る
）
の
日
蓮
教
学
史
に
お
け
る
位
置
は
、
身
延
門
流
に
お
け
る
本
述

一
致
の
立
場
に
立
つ
学
僧
で
、

そ
の
教
学
は
権
実
判
を
主
体
と
し
て
著
わ
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、
朝
師
の
著
述
中
に
お
い
て
、
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
本
述
や
教
観

等
の
問
題
に
関
し
て
論
じ
て
い
る
箇
所
は
少
な
い
と
い
え
る
。

「四
重
興
廃
」
に
関
し
て
も
、
こ
の
用
語
を
記
し
て
い
る
箇
所
は
数
箇
所

に
す
ぎ
ず
、
日
隆
聖
人
の
よ
う
に

「四
重
興
廃
」
の
項
目
を
た
て
て
ま
で
論
及
し
て
い
る
箇
所
は
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。

「
四
重
興
廃
」
判
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察
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朝
師
の
本
述

一
致
の
思
想
は
本
述
未
分
思
想
を
加
味
し
た
題
目
超
絶
論
の
立
場
か
ら
の

一
致
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
望
月
歓
厚

・

執
行
海
秀
両
博
士
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
観
心
本
尊
抄
私
記
』
に
お
い
て

「
所
詮

一
経
ヲ
習
フ
ニ
、
二
重
ノ
約
束
有
ン
之
。　
一
二
本
述

ハ
勝
劣

ニ
シ
テ
然
モ
一
体
也
。
其
ノ
故

ハ
既

二
本
述
卜
云
フ
名
言
ノ
前

ニ

浅
深
聞
タ
リ
。
サ
レ
ド
モ
成
仏

ハ
同
ナ
リ
云
云
。
ニ
ニ
ハ
五
字

ハ
正
行
本
述

ハ
助
行
云
云
。

所
詮
成
仏
ノ
種
脱

ハ
五
字
ナ
リ
。

尤
モ
以
ン

之
ラ
可
ゅ
為
二
正
行
で

本
述

ハ
此
ノ
五
字
ノ
内

ノ
功
徳
法
門
ヲ
開
玄
ス
ル
故
用
レ
之

為
二助
行
一ナ
リ
。
三

二
ハ
二
十
八
品
文
文
句
句
五
字

也
卜
得
ン
心
読
ナ
リ
。
―

（中
略
）
―
。
法
華

一
一
ノ
文
字
観
心
本
尊

ニ
テ
可
二御
座
・卜
云
フ
習

ハ
第
二
重
ノ
義
ナ
リ
。
」

と
述
べ
、
同
様
な
事
を

『
本
述
二
門
事
』
に
は

「当
流
伝
云
、
就
二本
述
■
一重
習
有
ン
之
。　
一　

本
述

云
名
言

別

勝
劣
也
。
成
仏

辺

同
也
。
二

正
行

重

首
題
也
。
本
述
異
無
レ

之
。
本
述
二
門

助
行

処

．論
ン
之
。
働

正
行
者
成
仏

正
行
也
。
彼

正
行

五
字

内
一有
レ
之
処

功
徳
法
門

本
述
一分
別

説
ン
之

也
。

用
レ
之
助
行
分
也
。
三
ス
二
十
八
品
文
々
句
々
但
妙
法
蓮
華
経
卜
得
レ
心
也
。
―

（中
略
）
―
。　
要
ノ
題
ロ
ハ本
述

一
体
ノ
呆
分
也
。
働
テ
題

ロ
ハ本
述
開
眼
′秘
法
ナ
レ
バ
本
化
門
流
ノ御
経

二
向
フ
ニ
ハ
一
一
文
文
妙
法
蓮
華
経
ナ
，。
‐

（中
略
）
。　
権
実
本
述
未
分
ノ
内
証

ヲ
妙

法
蓮
華
経
ト

ハ
号
ス
ナ
リ
。

（
乃
至
）
実
相

極
理

本
述

一
体
也
。
」

と
示
し
て
い
る
。
本
仏
所
証
の
本
法
は
首
題
の
五
字
で
あ

っ
て
い
ま
だ
本
述
に
分
つ
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
助
行
の
用
と
し
て
の
本

述
二
門
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
述
は
妙
法
五
字
の
功
徳
法
門
を
開
立
す
る
助
行
の
面
か
ら
の
分
別
で
あ

っ
て
、
本
来
は
未
分

一
体

で
あ
る
と
す
る
。
本
述
は
題
目
を
説
く
次
第
を
分
別
す
る
意
味
で
あ

っ
て
、
内
証
と
し
て
は
本
述
未
分
本
述

一
体
で
あ
り
、
そ
れ
が
妙
法

蓮
華
経
の
五
字
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
引
用
に
よ

っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
朝
師
の
立
場
は
本
述
未
分
の
思
想
を
も

っ
て
、
題
目
を
絶
対
と
す
る
題
目
超
絶
論
と
い
え

る

一
致
論
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
朝
師
の
題
目
を
絶
対
と
す
る
本
述
未
分
の

一
致
論
の
考
え
方
は
、
顕
本
論
に
お
い
て
も
、
中
古
天
台
思
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想
と
同
様
の
無
作
本
覚
の
理
成
顕
本
を
正
意
と
す
る
の
で
あ
る
。

『
法
華
草
案
抄
』
に

「聞
レ
之

（
五
百
塵
点
）
サ
テ

ハ
如
来
成
仏
ノ
初

ハ
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
所
詮
無
始
無
終
ノ
仏

ニ
テ
御
座
ス
ナ
リ
。
　
商

ハ
仏
計
り
不
ン
可
二
無

始
無
終
・我
等
モ
無
始
無
終
ナ
リ
。
我
等
計
不
ン
可
二
無
始
無
終
一十
界
皆
本
来
常
住

ニ
シ
テ
無
始
無
終
ナ
リ
ト
達
ス
ル
処
テ
無
作
三
身
モ

自
ラ
顕
ル
ル
ナ
リ
。
是
ヲ
理
成
ト

ハ
云
ナ
リ
。
故

二
事
成
ノ
本

ハ
取

寄

ナ
リ
。
落
居

ハ
十
界
常
住
ノ
顕
本
ナ
リ
。
」

と
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
顕
本
の
正
意
は
我
等
及
び
十
界
す
べ
て
が
本
来
常
住
し
て
無
始
無
終
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
こ
と
に
あ
る
と
し

て
、
五
百
塵
点
久
遠
実
成
の
事
成
顕
本
に
対
し
て
の
無
作
理
成
顕
本
を
正
意
と
す
る
の
で
あ
る
。
教
相
と
し
て
の
五
百
塵
点
の
事
成
顕
本

は

「
取
り
寄
り
」
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
十
界
常
住
の
理
成
顕
本
を
云
う
事
は
、
事
成
顕
本
を
説
示
す
る
教
相
の
五
百
塵
点
を

述
仏
の
寿
命
と
見
倣
し
て
、
十
界
依
正
の
森
羅
万
象
の
顕
本

・
即
ち
理
成
の
顕
本
を
正
意
と
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
。
朝
師
に
お
け
る
本

述
未
分
思
想
を
も

っ
て
し
て
の
本
述

一
致
論
と
、
中
古
天
台
思
想
と
同
義
の
無
作
理
成
顕
本
正
意
の
考
え
方
は
、
中
古
天
台
の
教
判
で
あ

る
四
重
興
廃
を
朝
師
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
を
考
察
す
る
と
き
の
重
要
な
前
提
条
件
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
前
提
は
朝
師
を

中
古
天
台
思
想
と
の
比
較
対
照
の
中
で
、
四
重
興
廃
を
は
じ
め
と
し
て
個
別
的
な
問
題
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
ど
う
関
連
し
あ

っ
て
い
る

か
を
明
ら
か
に
す
る
基
本
的
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
前
提
条
件
を
も

っ
て
、
朝
師
は
当
時
の
中
古
天
台
思
想
の
影
響
下
に
あ

っ

て
、
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か
を

「
四
重
興
廃
」
に
つ
い
て
検
按
す
る
こ
と
に
す
る
。　
一
般
に
、

朝
師
は
修
学
の
過
程
か
ら
中
古
天
台
教
学
を
習
学
し
、　
一
致
派
教
学
の
組
織
大
系
化
に
つ
と
め
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
中
古
天

（
９
）

台
思
想
は
ほ
ぼ
無
条
件
に
こ
れ
を
受
容
し
依
用
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
朝
師
の

「
四
重
興
廃
」
に
対
す
る
考
え
方
を
考
察
す
る
に
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
朝
師
は
四
重
興
廃
や
、
こ
の
考
え
方

に
対
す
る
本
述

・
教
観
の
こ
と
に
あ
ま
り
詳
し
く
論
述
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
四
重
興
廃
」
の
用
語
も

『
観
心
本
尊
抄
私
記
』
に

数
箇
所
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
い
ま
、
そ
れ
を
列
挙
し
て
み
る
と
、

「
四
重
興
廃
」
判
の
一
考
察
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Ｈ

「本
門
与
観
心
・ム
云
。
就
二此
事
一天
台
家
二
申
ス
事
ア
リ
。
玄
義
文
句

ハ
バ
前
述
門
本
門
観
心
・ム・ム
四
段
配
立
ナ
リ
。

是
レ
教
相
分
別
ノ

部
ナ
ル
故
ナ
リ
。
止
観

ハ
示
前
述
門
本
門
三
段
ノ
配
立
ナ
リ
。
本
門
ノ
外
二
観
心
不
彗
房
之
。
観
心
ト
ハ
本
門
ノ
中
ノ
深
義
ナ
ル
が
故

（
１０
）

ナ
リ
。
」

日

「間
。
釈
尊

一
代
ノ
機
根

ノ
教
説
ノ有
様
如
何
。
□
決
云
ク
。
四
重
ノ
浅
深
有
ル
ナ
リ
。
先
ズ
が
前

ノ
意

ハ
念
ヲ
持
テ
ア
ツ
カ
フ
赴

機

ノ
説
ナ
リ
。
次

二
述
門
ノ
意

ハ
念
ヲ
面

二
立
テ
開
ニン
テ三
乗
五
乗
七
方
便
九
法
界
ノ
局
情
）会
「
唯

一
仏
乗
「ナ
リ
。
断
迷
開
悟
卜
機

二
下

ル
形
ナ
リ
。
第
ニ
ニ
本
門
ノ
意

ハ
三
千
ノ
諸
法

・
事
事
ノ
当
体
無
作
三
身
ナ
リ
。
会
ニシ
テ述
仏
一帰
二本
仏
一会
二
始
覚
一顕
二本
覚
・此
ノ
分

ハ
猶
是
機
ノ
辺

二
下
ル
質
ナ
リ
。
第
四

二
観
心
ノ
意

ハ
不
レ
分
二本
述
■

法
不
生

ノ
重
ナ
リ
。
能
所
亡
却
シ
機
法
演
絶
ス
ル
ナ
」
咄
」

日

「
止
観

ハ
玄
義

・
文
句

二
所
讐
口
観
心
ノ
重
欺
事
。
或
云
ク
。
此
ノ
止
観

天
台
智
者
説
己
心
中
所
行
法
門
卜
云

ヘ
ル
ハ
仏
意
内

証

ノ

仏
知
見
ノ
覚
体
ナ
リ
。
是
即
久
遠
実
成
ノ
自
受
用
ノ
内
証
ナ
リ
。　
理
非
造
作
故
日
天
真
等
・ム
云
是
ナ
リ
。　
本
述
不
ニ
ノ
上
二
所
レ
立
ッ
ノ

行
相
ナ
リ
。
玄
文
ノ
四
重
ノ
興
廃
ノ
中

ノ
観
心
ノ
大
教
ナ
』
く
」

四

「
或
云
。
本
門
述
門

ハ
能
通
ナ
リ
。
本
述
倶
絶
ノ
重

ハ
所
通
ナ
リ
。
山
王
院

云

。
以
二久
近
・判
二本
述
・尼
乾
外
道
ノ
所
摂
ナ
リ
一ス
云
。

私
云
。
能
通
者
顕
本
分
敷
。
或
云
。
簑

二
云

。
若
悟
心
性
本
述
倶
絶
。　
故
．
云
二本
述
雖
殊
不
思
議

３
リ
ト
一
二ス
彼
殊
一故
故
．知

徒
フ
ニ

引
二
遠
近
・未
レ
了
二観
心
Ｌ
云
。
本
述
雖
殊
等
ノ
釈

ハ
観
心
ノ
意
卜
云
事

ハ
此
釈

ニ
テ
習
フ
ナ
リ
。
―

（中
略
）
―
。　
教
相
ノ
故

ニ
ハ

有
二本
述

不
同
一。
観
心
ノ
故

ニ
ハ
本
述
不
ニ
ナ
リ
。
故

二
本
述
雖
殊
不
思
議

一
卜
ｒ
ム
。
」

国

「
或
抄
云
。
問
。
観
心
本
尊
抄

二
天
台
伝
教
等

ハ
以
一
述
門
・為
レ
面

以
一本
門
・為
Ｌ
暴
．百
界
千
如
等
一〓
云
。
此
事
不
審
ナ
リ
。
南
岳
天
台

ノ
立
行
モ
専
ラ
以
二本
門
一為
ン
面

見
タ
リ
。
働
テ
四
重
ノ
興
廃
ノ
時
、
本
述
ノ
上

二
観
心
ヲ
立
テ
タ
リ
。
是
レ
併

ガ
ラ
本
門
終
窮
本
述

不
ニ
ノ
重
位
ナ
リ
ト
云
フ
事
釈
義
尤
モ
分
明
ナ
リ
。
如
何
ト
シ
テ
述
面
本
裏

ノ
義
ヲ
成
シ
給
フ
耶
。
示
シ
テ
云
ク
。
此
ノ
事

ハ
此
ノ
御

抄
ノ
所
詮
ナ
リ
。
尤
モ
可
レ
致
【
意

欺
。
然

二
以
・一五
字
一付
二本
化
一述
化
他
方
ヲ
バ
簡
ンピ之

了

。
然

則

天
台
宗

以
二
述
門
ノ
理
ノ
一
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念
三
千
一本
述
不
ニ
ノ
法
体
、
己
心
所
行
ノ
法
門
卜
成
ス
ル
ナ
リ
。
事

ノ
一
念
三
千
卜
者
、
妙
法
五
字
末
法
相
応
ノ
修
行
ナ

ル

ベ
シ
。

此
ノ
御
抄

ハ
題
ロ
ヨ
リ
以
一
五
宇
）為
ニシ観
心
「始
終
顕
ニシ此
義
）玉
フ
ト
習
フ
ナ
リ
。
サ
レ
バ
先
師
大
聖
人
ノ
所
作

ノ
次
第

ハ
方
便
寿
量
品

ノ
後
、
題
ロ
ヲ
唱

へ
給
フ
事
、
述
本
観
心
の
次
第
卜
相
伝
ス
ル
是
ナ
リ
。
」

等
と
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
朝
師
は
四
重
興
廃
に
つ
い
て
中
古
天
台
思
想
の
表
現
を
そ
の
ま
ま

述
べ
て
い
る
と
い
え
る
。
本
述

一
致
の
立
場
か
ら
観
心
を
本
述
不
二

・
本
述
未
分
と
し
て
い
る
。
雨
前

・
述
門

・
本
門
は
教
相
の
分
別
で

あ
り
、
止
観
観
心
は
そ
の
教
相
を
分
別
し
な
い
本
述

一
致
の
観
心
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
観
心
は
妙
法
五
字
を
も

っ
て
観
心
と
し
、
事
の

一
念
三
千
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
妙
法
五
字

・
題
目
を
唱
え
る
こ
と
を
観
心
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
題
目
を
唱
え
る
こ
と
を
観
心
と
す

る
こ
と
は
、
中
古
天
台
思
想
と
の
相
違
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
末
法
相
応
の
修
行
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
法
体
と
し
て
の
分
別
は
述
べ

て
は
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
本
述

一
致
の
上
の
理
解
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
商
前
と
述
門
と
の
興
廃
は
法
華
経
と
他
の
諸
経

と

の
教

判

で
、
法
華
経
の
優
越
性
を
も

っ
て
他
の
諸
経
を
廃
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
天
台
教
学
の
基
本
で
あ
る
五
時
八
教
の
主
題
で

あ

っ
て
、
四
重
興
廃
の
教
判
に
お
い
て
は
既
知
の
こ
と
と
し
て
重
視
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
問
題
は
述
門
と
本
門

・
本
門
と
観
心
、
更

に
は
教
相
と
観
心
と
の
興
廃
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
朝
師
の
基
本
的
立
場
は
叙
上
の
よ
う
に
、
こ
の
問
題
は
本
述
未
分

・
本
述

一
体
と
い

う
本
述

一
致
論
で
も

っ
て
理
解
し
て
い
る
と
い
え
る
。
本
述

一
致

。
一
体
不
二
を
観
心
と
し
、
観
心
は
妙
法
五
字

・
題
目
で
あ
る
と
す
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
朝
師
は
教
相
と
し
て
の
本
述
と
妙
法
五
字
の
観
心
と
の
い
わ
ゆ
る
教
観
相
対
に
つ
い
て
は
、
中
古
天
台
思
想
の

よ
う
な
止
観
勝
法
華
劣
と
い

っ
た
表
現
で
教
観
を
対
比
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
観
心
は
妙
法
五
字
の
題
目
で
あ

っ
て
、
そ
の
題
目
を

唱
え
る
こ
と
が
観
心
で
あ
る
と
す
る
点
が
中
古
天
台
思
想
の
観
心
の
意
味
と
の
全
く
の
相
違
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
教
相
は
法
華
経
で
あ

り
観
心
は
題
目
で
あ

っ
て
、
更
に
観
心
の
題
目
は
本
述
不
二
の
上
に
立
つ
行
相
で
あ
る
か
ら
教
観
は
対
比
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
し
て

い
る
。
更
に
、
観
心
の
題
目
を
唱
え
る
こ
と
が
正
行
で
あ
り
、
本
述
の
教
相
は
助
行
で
あ
る
か
ら
正
行
助
行
を

一
致
さ
せ
る
、
即
ち
本
述

「
四
重
興
廃
」
判
の
一
考
察
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一
体
教
観

一
致
の
立
場
を
示
す
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
朝
師
の
四
重
興
廃
に
対
す
る
本
述

一
致
論
の
立
場
か
ら
の
理
解
は
、
述
門

・
本
門

・
観
心
と
順
次
次
第
す
る
取
捨
の
二

者
択

一
の
論
理
は
適
用
さ
れ
て
は
い
な
い
と
い
え
る
。
雨
前
と
後
二
重
の
対
比
も
四
重
興
廃
に
よ
る
と
い
う
よ
り
は
、
天
台
教
学
の
基
本

と
し
て
の
権
実
判
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
れ
故
、
朝
師
に
は
中
古
天
台
思
想
に
み
ら
れ
る
四
重
興
廃
を
教
判
と
す
る
段
階
的
取
捨
と

し
て
の
二
者
択

一
の
論
理
は
見
う
け
ら
れ
な
い
と
い
え
る
。
中
古
天
台
思
想
の
受
容
は
し
て
も
、
そ
れ
は
本
述
未
分
的
な
観
心
の
題
目
の

超
絶
論
で
あ

っ
て
、
四
重
興
廃
そ
の
も
の
よ
り
導
出
さ
れ
る
観
心
を
最
高
概
念
と
し
、
そ
れ
を
妙
法
五
字
に
置
き
換
え
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
い
え
る
。
朝
師
の
妙
法
五
字
は
あ
く
ま
で
本
述

一
致
、
そ
れ
も
述
門
の
実
相
の
理
の

一
念
三
千
と
本
門
の
事
の

一
念

三
千

と

が
、
天
台
の
己
心
中
所
行
の
法
門
と
妙
法
五
字
と
い
う
時
機
相
応
の
修
行
の
差
異
で
あ

っ
て
、
実
相
極
理
の
法
体
は

一
体
で
あ
る
と
す
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
古
天
台
思
想
の
理
成
顕
本
の
考
え
方
を
日
蓮
教
学
に
そ
の
ま
ま
充
当
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、
四
重
興
廃
そ
の
も

の
を
用
い
て
の
表
現
、
四
重
興
廃
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
観
心
思
想
で
は
な
い
と
い
え
る
。
教
観
と
も
に
修
行
の
相
の
表
現
で
ぁ
り
、
教
観

一
致
の
修
行
を
示
す
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
例
え
ば

『
御
本
尊
十
界
□
伝
』

『
当
家
朝
口
伝
』
に
そ
れ
ぞ
れ

「法
華
の
行
者

一
辺
ノ
首
題

二
十
界
成
仏
之
方
便
品
ヲ
読
誦
ス
ル
ハ
述
門
不
変
真
如
ノ
理
、
寿
量
品
ヲ
読
誦
ス
ル
ハ
本
門
随
縁
真
如
ノ

（
‐５
）

理
題
ロ
ヲ
奉
７
唱
へ本
逃
不
ニ
ノ
観
心
ナ
リ
。

昴
テ
本
述
観
心
卜
修
行
シ
居
タ
ル
行
者
ナ
リ
。
」

「
尋
云
ク
。
御
在
世

ハ
方
便

・
寿
量

・
題
ロ
ト
次
第
ξ
。
如
何
習
ンフ之
耶
。
□
決
二
云
ク
。
方
便

・
寿
量
ノ
両
品
ハ
教
、
題
ロ

ハ
観
ナ

リ
。
働
テ
教
観
ト
ロ
伝
ス
ル
ナ
リ
。
可
ゅ秘
。ス
ー

（中
略
）
―
。
方
便
品

ハ
述
門
ノ
肝
心
ナ
リ
。
寿
量
品

ハ
本
門
ノ
肝
心
ナ
リ

ドヽ
云
テ

本
述
不
同
ヲ
弁
ズ
ル
重
ナ
ル
故

二
教
卜
云
フ
ナ
リ
。
題
ロ
ハ
本
述
不
ニ
ノ
果
上
ナ
ル
故
二
観
卜
云
フ
ナ
リ
。
―

（中
略
）
―
。
今
家

ニ

首
題
ヲ
観
心
卜
云
ヘ
ル
ハ
述
本
ノ
上
ノ
要
ノ
重
ナ
リ
。
」

と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
修
行
に
お
い
て
も
方
便
品
寿
量
品
の
読
誦
と
題
目
を
唱
え
る
こ
と
と
は
教
観

一
致

・
本
述

一
致
の
具
体
的
実
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践
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
行
学
院
日
朝
師
に
お
い
て
は

「
四
重
興
廃
」
は
、
師
の
教
学
大
系
の
中
で
は
重
要
視
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
朝
師
の
本
述

一
致
論
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
形
式
的
に
で
も
段
階
的
な
取
捨
勝
劣
と
い
う
二
者
択

一
の
論
理
を
示
す
四
重
興
廃
の

考
え
方
に
同
調
で
き
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
観
心
を
題
目
を
唱
え
る
こ
と
と
す
る
日
蓮
教
学
の
基
本
的
立
場
か
ら
は
教
相
で
あ
る
法
華

経
と
観
心
の
題
目
と
の
対
比
区
別
を
殊
更
に
強
調
す
る
意
味
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
朝
師
の
教
学
の
中

古
天
台
思
想
の
い
う
観
心
と
日
蓮
教
学
の
立
場
の
観
心
と
を
明
白
に
区
別
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
区
別
は
修
行
の
面
か
ら

の
相
違
と
い
う
こ
と
で
強
調
さ
れ
て
お
り
、
中
古
天
台
思
想
の
観
心
の
い
う
現
実
の
絶
対
肯
定
、
つ
ま
り
修
行
の
否
定
と
い
う
考
え
方
は

受
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
理
解
で
き
る
。
そ
れ
故
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
の
観
心
を
導
出
す
る
四
重
興
廃
に
つ
い
て
は
、
朝
師
は
重

視
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

０
　
慶
林
房
日
隆
の

「
四
重
興
廃
」
観

慶
林
房
日
隆
聖
人

（以
下
隆
師
と
す
る
）
は
、
先
述
し
た
行
学
院
日
朝
師
と
並
び
称
さ
れ
る
日
蓮
聖
人
門
下
の
学
僧
の

一
人
で
あ
る
。

隆
師
の
教
学
は
朝
師
が
権
実
判
を
教
学
大
系
の
主
題
と
し
て
、
広
く

一
般
仏
教
各
派
と
日
蓮
教
学
と
の
比
較
検
討
し
た
の
に
対
し
て
、
本

述
勝
劣
と
い
う
本
述
判
を
も

っ
て
天
台
教
学
と
日
蓮
教
学
と
の
比
較
対
照
を
し
た
の
で
あ
る
。

日
蓮
教
学
に
お
い
て
、
本
門
述
門
を
論
じ
る
と
き
そ
の
基
本
的
立
場
は
法
華
経
を
ど
う
み
る
か
と
い
う
法
華
経
観
に
よ
る
と
い
え
る
。

天
台
の
法
華
経
観
は
述
門
の
法
華
経
で
あ
り
、
当
家

（
日
蓮
聖
人
）
の
そ
れ
は
本
門
の
法
華
経
で
あ
る
と
対
比
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
述

門

・
本
門
は
法
華
経

一
部
の
前
十
四
品
を
述
門
、
後
十
四
品
を
本
門
と
し
て
両
者
を
対
照
さ
せ
る
本
述
二
門
の
並
列
的
対
比
か
ら
、
更
に

法
華
経
全
体
を
述
門
の
中
心
で
あ
る
方
便
品
を
通
し
て
み
る
立
場
と
、
本
門
の
中
心
で
あ
る
寿
量
品
を
通
し
て
み
る
立
場
と

に
対

比

さ

「
四
重
興
廃
」
判
の
一
考
察
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れ
、
前
者
を
述
門
の
法
華
経
、
後
者
を
本
門
の
法
華
経
と
す
る
。
述
門
と
本
門
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
華
経
は
、
在
世
正
宗
と
滅
後
流
通
の
三

時
三
段
の
時
間
的
対
比
を
通
し
て
、
理
と
事
と
い
う
形
で
比
較
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
的
根
拠
を
理
の

一
念
三
千

・
事
の
一
念
三
千
と

表
現
す
る
の
で
あ
る
。
理
の

一
念
三
千
は
述
門
方
便
品
の
諸
法
実
相
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
真
理
で
あ
り
、
事
の

一
念
三
千
は
本
門
寿
量
品

の
久
遠
実
成
と
い
う
本
地
開
顕
に
よ

っ
て
、
述
門
の
理
の

一
念
三
千

（実
相
）
が
あ
ら
た
め
て
真
の
意
味
を
も

っ
て
開
顕
さ
れ
る
真
理
を

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
比
の
述
門
法
華
経

・
本
門
法
華
経
と
い
う
法
華
経
観
が
天
台
教
学
と
日
蓮
教
学
の
相
違
を
区
別
す
る
前

提
で
あ
る
と
し
、
両
者

（
天
台
と
当
家
）
の
比
較
対
照
を
通
し
て
本
門
の
法
華
経
の
優
越
性
を
示
す
こ
と
が
、
日
蓮
教
学
の
天
台
教
学
を

研
鑽
す
る
意
義
で
あ
る
と
い
え
る
。
隆
師
は
こ
の
立
場
か
ら
教
学
研
鑽
の
努
力
を
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
教
学
は
全
著
述
を
通
じ
て
台
当

の
比
較
検
討
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
し
か
も
天
台
教
学
の
対
象
は
隆
師
当
時
の
天
台
学
、
い
わ
ゆ
る
中
古
天
台
思
想
と
の
比
較
対

照
で
あ

っ
て
、
中
古
天
台
思
想
と
日
蓮
教
学
と
の
対
比
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
隆
師
は
中
古
天
台
思
想
の
個
々
に
至
る
ま
で
間

題
を
分
類
整
理
し
、
当
家
と
の
比
較
相
違
を
試
み
て
い
る
。

「
四
重
興
廃
」
に
関
し
て
も

『
私
新
抄
』
に
は
、
特
に
項
目
を
た
て
て
論
じ

て
い
る
の
で
あ
る
。
先
述
し
た
が
四
重
興
廃
は
雨
前

・
述
門

・
本
門

・
観
心
と
順
時
相
対
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
中
古
天
台

思

想

で
は

「
観
心
至
上
主
義
」
と
し
て
の

「観
心
」
の
導
出
教
判
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
隆
師
は
観
心
至
上
主
義
を
観
心
偏
重
と

批
判
し
、
本
門
の
法
華
経
を
超
勝
と
す
る
教
相
主
義
の
立
場
よ
り
こ
れ
を
批
判
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
中
古
天
台
思
想
の
止
観
勝
法
華
劣

の
観
心
正
意
は
法
華
経
至
上
の
立
場
か
ら
大
謗
法
大
僻
見
と
論
難
破
折
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
中
古
天
台
思
想
の

「
観
心
」
と
、
隆
師
の
本
門
の
法
華
経
の

「本
門
」
と
の
相
違
で
あ
る
。
四
重
興
廃
に
お
い
て
も
、
本
門
と
観
心
は
対
比
さ
れ
て
お
り
、

中
古
天
台
思
想
は
こ
れ
よ
り
観
心
正
意
の
止
観
勝
法
華
劣
を
結
論
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
隆
師
は
そ
れ
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
が
問
題
で

あ
る
。
ま
た
、
中
古
天
台
思
想
に
お
い
て
は
本
門
と
観
心
は
教
相
と
観
心
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
が
、
教
相
の
中
に
お
け
る
述
門
と
本
門

と
の
対
比
に
も
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
単
な
る
本
述
相
対
、
述
門
十
四
品
と
本
門
の
そ
れ
と
の
並
列
的
対
比
で
は
な
く
、
述
門
の
法
華
経
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と
本
門
の
法
華
経
と
い
う
こ
と
に
よ
せ
て
、
即
ち
述
門
と
本
門
と
い
う
用
語
に
よ
せ
て
思
想
と
し
て
相
対
す
る
対
立
概
念
の
す
べ
て
を
総

称
す
る
代
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
観
心
で
絶
対
的

一
元
論
と
し
て
止
揚
統

一
さ
れ
る
前
段
階

（教
相
と

し
て
の
段
階
）
の
相
対
的
論
理
と
し
て
、
対
立
概
念
の
集
約
を

「
述
門

・
本
門
」
と
い
う
形
で
整
理
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る

の

で
あ

る
。
し
か
も
、
そ
こ
で
対
比
さ
れ
た
述
門
と
本
門
と
の
相
対
概
念
は
単
な
る
二
元
論
的
な
同

一
次
元
の
対
立
概
念
で
は
な
く
て
、
述
門
に

示
し
た
概
念
を
相
対
概
念
と
し
て
、
本
門
は
そ
の
相
対
概
念
に
対
す
る
概
念
と
し
て

一
応
整
理
し
、
更
に
そ
の
相
対
概
念
を
総
合

（止
揚

統

一
）
す
る
形
で
の
概
念
と
し
て
の
絶
対
概
念
を
表
示
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
二
者
択

一
の
論
理
と
し
て
、
総
合
的
な
統

一
が
適
用

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
教
相
に
お
い
て
は
本
門
に
お
け
る
概
念
は
絶
対
的
な
概
念
と
な
る
。
し
か
し
、
四
重
興
廃
に
依
る
以
上
、
本
門

の
こ
の
絶
対
概
念
も
論
理
形
式
の
上
に
お
い
て
は
、
相
対
概
念
に
対
す
る
絶
対
概
念
と
し
て
、
や
は
り
相
対
と
い
う
形
式
を
越
え
得
な
い

の
で
あ
る
。
そ
こ
に
観
心
の
超
越
性
を
求
め
る
必
然
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
中
古
天
台
思
想
に
お
い
て
、
定
型
的
に
述
門
と
本
門
と
を
類

別
す
る
相
対
概
念
と
し
て
の
用
語
は
、

『
法
華
略
義
見
聞
』

（伝
忠
尋
）
に
代
表
的
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
相
対
概
念
の
用
語
は
日
蓮
教
学

で
も
非
常
に
多
く
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
四
重
興
廃
に
依

っ
て
用
い
ら
れ
る
の
か
そ
う
で
な
い
の
か
の
違
い
に
よ

っ
て
、
そ
の
用
語

の
定
義
づ
け
が
異
な

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
隆
師
の
努
力
し
た
台
当
の
区
別
は
、
あ
る
意
味
で
は
こ
の
違
い
に
な
る
定
義
づ
け
の
努
力
で

あ
る
と
い
え
る
。

「
述
門
と
本
門
」
に
関
す
る
種
々
の
考
え
方
は
日
蓮
教
学
に
お
い
て
も
重
要
な
問
題
の

一
つ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
先
に

も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
の

『
開
目
抄
』
に
お
け
る
五
重
相
対
判
は
四
重
興
廃
と
類
似
し
て
お
り
、
特
に
本
述
相
対
に
お
い
て
は
種

々
の
議
論
が
あ
る
。
本
述
判
が
多
義
で
あ
る
た
め
、
更
に
第
五
重
の
相
対
は
問
題
の
多
い
と
こ
ろ
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、

「
述
門
と
本
門
」
を
ど
う
考
え
る
か
、
四
重
興
廃
を
ど
う
み
る
か
に
つ
い
て
の
面
か
ら
隆
師
の
考
え
方
を
論
及
し
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

先
ず
、

「
四
重
興
廃
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が

『
私
新
抄
』
に

「
四
重
興
廃
事
」
と
い
う
項
目
を
た
て
て
、
そ
の
中
で

「
四
重
興
廃
」
判
の
一
考
察
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「
口
伝
云
。
玄
義

第
ニ
二
四
重
興
廃
ヲ
判
ゼ
リ
。
当
世
ノ
天
台
宗
此
文
ノ
ク
（
甕

ヲ
守
り
、
法
華
経
ヨ
リ
止
観
勝
レ
タ
リ
ト
云
大

謗

法
大
僻
見
ヲ
云
出
タ
ル
ナ
リ
。
―

（中
略
）
―
。
本
末

釈
ノ
前
後
ヲ
見
ル
ニ
教
観
ノ
不
同
ヲ
判
ゼ
リ
。
雨
前

・
述
門

・
本
門
卜
次

第

ヲ
定
メ
、
言
語
ヲ
以
テ
他
ノ
事
フ
沙
汰
ス
ル
分
ニ
ハ
何
ナ
ル
本
門
終
窮
ノ
極
理
ト
モ
云
へ
教
門
ナ
レ
バ
雨
前
述
門
本
門
ノ
大
教
ヲ
絶
シ

テ
己
心
ノ
権
実
本
述
ヲ
観
ジ
テ

一
念

一
心
ノ
処
二
万
法
ヲ
収
ム
。
心
外
ノ
言
語
教
門
ヲ
絶
シ
テ
唯

一
実
性
無
空
仮
中
タ
ル
心
性
不
思
議

ノ
一
絶
ヲ
修
行
セ
ン
ガ
為
二
本
述
ノ
大
教
ヲ
廃
ス
ト

ハ
釈
シ
玉
フ
ナ
リ
。
而
二
本
門
実
相
ノ
外

二
観
心
ノ
至
理
卜
云
事
有
レ之
観

心

ノ

理
勝
レ
タ
リ
ト
ハ
不
レ
可
レ得
ン意
。
一
代
諸
経
ノ
至
極

ハ
本
門
ナ
リ
。
本
門
ノ
外

二
何
ナ
ル
深
理
力
可
レ有
レ之
耶
。
観
心
卜
云
フ
ハ
本
述

ノ
依
経
ノ
義
味
ヲ
聞
テ
、
次
二
己
心
ノ
経
ヲ
尋
顕
ス
ヲ
観
心
卜
云
ナ
リ
。
―

（中
略
）
―
。
天
台
妙
楽
出
世
ノ
時
分

ハ
智
者
高
貴
ノ
者

多
キ
時
節
ナ
レ
バ
観
心
修
行
二
堪
タ
リ
。
彼
ノ
機
ヲ
勧
ン
デ
為
メ
、
述
ノ
大
教
起
レ
ハ雨
前
′教
亡
シ
、
本
″大
教
起
レ
ハ述
門
亡
シ
、
観
心

大
教
起
レ
ハ本
ノ大
教
亡
ス
ト
釈
シ
玉
フ
。
当
世
天
台
宗
ノ
謬
解
出
来
シ
テ
法
華
ノ
本
述
ハ
顕
説
法
華
ノ
分
、　
止
観
観
心
ノ
重

ハ
根
本
法

華
等
卜
云
テ
、
止
観
勝
法
華
劣
卜
云
ヒ
、
止
観
ハ
不
レ依
二法
華
一卜
云
フ
ハ
謬
ノ
中
ノ
謬
り
、
謗
法
ノ
中
ノ
大
謗
法
ナ
リ
。　
可
レ憐
可
ン

（
・８
）

嫌研
。
　
」

と
述
べ
て
、
中
古
天
台
思
想
の
四
重
興
廃
の
考
え
方
を
批
判
し
て
い
る
。

『
法
華
玄
義
』
の
示
す
四
重
興
廃
は

『
玄
義
』
及
び

『
釈
箋
』

の
示
す
と
お
り
の
理
解
を
す
る
の
が
正
意
で
あ
り
、
中
古
天
台
思
想
の
い
う
よ
う
に

「止
観
勝
法
華
劣
」
や

「
不
レ
依
二法
華
己

等

と

す

る
の
は
謬
解
僻
見
で
あ
る
と
す
る
。
隆
師
に
お
い
て
は
、　
一
代
諸
経
の
至
極
は
本
門
で
あ
り
、
本
門
を
廃
し
て
の
観
心
は
無
意
味
で
あ
り

依
る
べ
き
で
は
な
い
と
排
す
る
の
で
あ
る
。
同
様
な
こ
と
は

『
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
』
に
も

「流
義
に
云
く
。
玄
の
二
の
四
重
の
興
廃
と
は
待
絶
二
妙
を
釈
す
る
下
に
絶
待
妙
を
釈
す
る
と
き
、
文
を
七
に
分
つ
と
云
へ
ど
も
、
其

の
詮
は
四
教
五
味
に
経
て
絶
を
顕
し
以
て
開
権
顕
実
妙
の
相
を
示
す
時
、
四
重
の
興
廃
を
釈
せ
ん
と
し
て
、
述
の
大
教
興
し
ぬ
れ
ば
方

便
の
教
を
廃
し
、
又
本
の
大
教
興
し
ぬ
れ
ば
述
の
大
教
を
廃
し
、
観
心
の
大
教
興
し
ぬ
れ
ば
本
の
大
教
を
廃
す
等
と
釈
し
て

「今
入
ン
観
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縁
ン寂
言
語
道
断
本
教
即
絶
絶
由
二於
観
一将
二此
絶
名
一名
二於
観
妙
一為
レ顕
二此
義
一故
以
ン絶
為
レ妙
」
等
と
釈
し
玉
ふ
。
筆

の
一
一
に
云

く
。

「若
し
本
遠
の
教
興
る
故
に
述
と
し
て
絶
せ
し
む
、
本
述
絶
す
と
雖
も
豊
に
遠
を
説
く
に
即
し
て
能
く
心
性
を
知
ら
ん
や
、
若
し

心
性
を
語
ら
ば
述
本
倶
に
絶
す
故
に
本
述
雖
殊
不
思
議

一
な
り
と
云
ふ
。
彼
の
殊
を

一
に
す
る
故
な
り
。
故
に
知
ぬ
。
徒
ら
に
遠
近
を

引
け
ど
も
未
だ
観
心
を
了
せ
ず
。
遠
近
は
彼
に
自
す
。
我
に
於
て
何
か
せ
ん
。
貧
の
資
を
数
る
が
如
じ
と
は
此
の
謂
な
り
。
」
ξ
。
此

の
本
末
の
釈
は
三
大
部
教
観
の
約
束
に
背
く
処
こ
れ
な
し
。
働
て
本
妙
と
観
妙
と
内
外
の
不
同
計
り
に
し
て
法
体
は
こ
れ
同
じ
。
本
妙

は
位
等
妙
二
覚
に
有
り
。
他
に
有
る
故
に
外
な
り
。
そ
れ
を
所
観
の
境
と
為
し
て
己
心
に
入
れ
て
内
を
成
ず
る
な
り
。
能
観
の
観
妙
は

位
観
行
即
に
有
り
。
故
に
本
妙
を
以
て
他
の
宝
と
為
す
な
り
。
此
の
意
を
知
ら
ざ
る
天
台
の
末
学
は
、
止
観
の
観
妙
は
法
華
に
勝
る
る

と
い
う
大
僻
見
を
起
し
て
悉
く
謗
法
と
成
る
間
、
立
正
観
抄
に
堅
く
こ
れ
を
破
す
。
そ
の
意
を
以
て
此
く
の
如
く
申
す
な
り
。
」

と
示
し
て
い
る
。
隆
師
は
中
古
天
台
思
想
の
教
判
と
し
て
の
四
重
興
廃
を
批
判
し
て
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
謗
法
で
あ
る
と
排
し
た
の

で
あ
る
が
、
原
意
と
し
て
の
四
重
興
廃
そ
の
も
の
の
考
え
方
に
対
し
て
は
全
く
否
定
し
て
排
斥
し
た
の
で
は
な
い
。

『私
新
抄
』
の
中
に

「法
華
宗
の
意
は
四
重
興
廃
を
用
い
る
や
」
と
い
う
項
目
を
た
て
て
、
そ
こ
で
は
四
重
興
廃
は
天
台
宗
で
は
理
観
だ
け
の
立
場

で
あ

る

が
、
当
宗
に
は
教
観
の
二
意
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
教
観
の
二
意
は
表
裏

一
体

ｏ
教
観

一
双
の
関
係
で
あ
る
と
し
、
正
行
と
し
て
は
四
重

興
廃
は
用
い
な
い
が
、
助
行
と
し
て
は
用
い
る
こ
と
も
あ
る
と
し
て
い
る
。
今
、
そ
の
項
目
を
引
用
し
て
み
る
と
、

「
尋
テ
云
ク
。
当
宗
意
用
二四
重
興
廃
一耶
。
仰
云
。
此
宗
ノ
意
モ
教
観
二
重
有
ン之
。
但

如
二天
台
宗
一無
レ之
。
彼
ノ
宗

ハ
理
観

ヲ
面

卜
為
ス
四
重
興
廃
是
ナ
リ
。
―

（中
略
）
―
。
当
宗
ノ
意

ハ
以
ン教

面
卜
為
シ
以
ン行

一暴
卜
為
ス
。
其
ノ
故

ハ
時
既
二
五
濁
悪
世
末
法

濁
乱
ノ
枷
ナ
リ
。
是
レ
散
心
危
道

凡
夫
　
増
不
善
根

輩
四
海

充
チ
国
土

満
テ
リ
。
何
ゾ
理
観
修
行
二
堪
ヘ
ン
耶
。
―

（中
略
）―
。

当
時
ノ
位
既

愚
者
悪
人
ナ
リ
。
但
聞
二妙
法

名
題
・取
レ信

計
リ
ナ
リ
。
何
ゾ
捨
二本
述

教
釈
・取
二観
心
一耶
。
―

（中
略
）
―

末
法

ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
ト
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
′

ノ
愚
人
不
ン
堪
二観
心
・卜
云
事
文
義
分
明
ナ
ル
者
ナ
リ
。
此
ノ
方

ハ
一
分
四
重
興
廃
ヲ
不
ン
用

可
ン
云
欺
ξ
。
雖
ン
然
当
宗

意
諸
御
抄

「
四
重
興
廃
」
判
の
一
考
察
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趣
、
裏

二
智
者

ノ
解
行
ヲ
兼
ネ
助
道
助
縁

二
理
観
ノ
智
ヲ
可
レ
用

者
ナ
リ
。
―

（中
略
）
―
。　
若

面

当
宗

ノ
意
智
者

解
行
ヲ
兼
用

シ
テ
本
述
ノ
教
門
フ
捨
テ
観
心
ヲ
取
ル
義
何

無
レ
之
耶
。
雖
ン
然
当
世
禅
宗
天
台
宗
等
ノ
得
意
ノ
如

ニ
ハ
不
レ
可
レ
有
。
教

二
即

シ
テ
理

ヲ
尋
ネ
、
信

二
即
シ
テ
解
ヲ
求
メ
、
本
門

二
即
シ
テ
観
心
ヲ
行
ジ
、
本
門
寿
量
ノ
題
ロ
ノ
当
体

二
三
千
三
観
ヲ
用
ヒ
タ
ル
者
ナ
リ
。
同

ジ
題
ロ
ナ
レ
ド
モ
、
久
遠
本
地
総
持

妙
法
、
三
世
衆
生

ノ
下
種
卜
信
知
シ
テ
唱
ル
ハ
本
門
ヲ
不
ン
亡

意
ナ
リ
。
此
時

ハ
四
重

興
廃
ノ

中

二
雨
前
述
門
ヲ
廃
シ
テ
本
門
ヲ
不
レ廃
。
本
門
事
行
三
千
題
目

為
二
肝
心
・不
ン
用
二観
心
・ナ
リ
。
サ
テ
本
地
久
遠
ノ
釈
尊
本

因

妙
名

字
即
ノ
時
ノ
ロ
唱
ノ
南
無
妙
法
蓮
華
経
ヲ
我
等
ガ
身
上
ノ
所
作
ナ
リ
ト
信
ズ
レ
バ
、
本
門
ヲ
廃
シ
テ
観
心
ヲ
用
ヒ
テ
四
重
興
廃
用
レ
之

可
レ
云

ナ
リ
。
可
レ
秘
レ
之
可
秘
ふ
型
」

と
示
し
て
お
り
、
助
行
と
し
て
四
重
興
廃
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
四
重
興
廃
を
中
古
天
台
思
想
の
考
え
方
、
即
ち

理
観
正
意
の
立
場
か
ら
だ
け
だ
と
容
認
で
き
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
四
重
興
廃
の
原
典
で
あ
る

『
法
華
玄
義
』
の
立
場
に
た

っ
た
と

き

は
、
題
目
の
五
字
を
信
行
す
る
修
行
に
正
行
助
行
の
区
別
を
す
る
こ
と
で
、
用
い
る
こ
と
も
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
用
い
る

と
し
て
も
あ
く
ま
で
助
行
助
縁
と
し
て
で
あ
り
、
そ
れ
は
傍
意
で
あ

っ
て
正
意
と
し
て
は
用
い
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
、
末
法
濁
世
の
下
根
の
衆
生
に
は
観
心
の
修
行
は
堪
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
不
適
当
な
も
の
で
あ
る
か
ら
と
い
う
の
で
あ
る
。

題
目
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
信
知
し
口
唱
す
る
こ
と
が
正
行
で
あ
り
、
口
唱
す
べ
き
で
あ
る
と
信
解
す
る
の
は
助
行
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
正
行
で
は
四
重
興
廃
は
用
い
な
い
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
隆
師
は
四
重
興
廃
に
対
し
て
中
古
天
台
思
想
の
考
え
方
と
は
異
な
る
理
解
を
示
し
、
原
典
の

『
法
華
玄
義
』
に
即
し
て

考
え
る
べ
き
だ
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
結
論
と
し
て
は
や
は
り
四
重
興
廃
判
は
正
意
と
し
て
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

次
に
、
中
古
天
台
思
想
の
四
重
興
廃
の
本
門
と
隆
師
の
主
張
す
る
本
門
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
。
ま
ず
前
者
は
四
重
興
廃
に
よ

っ
て

規
定
さ
れ
る
概
念
で
あ
る
以
上
、
順
次
相
対
さ
れ
止
揚
さ
れ
て
終
極
は

「観
心
」
の
絶
対
的

一
元
論

へ
と
導
か
れ
る
過
程
の
過
渡
的
位
置
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を
示
す
概
念
、
換
言
す
れ
ば
絶
対
的

一
元
論
と
し
て
の
観
心
と
い
う
最
高
概
念
を
導
出
す
る
た
め
の
前
段
階
の
概
念
で
あ
る
と
い
え
る
。

即
ち
本
門
は
観
心
に
よ

っ
て
否
定
捨
棄
さ
れ
る
位
置
に
あ
る
概
念
で
あ
る
。
こ
の
本
門
を
否
定
止
揚
し
、
教
相
と
し
て
の
法
華
経
を
も
捨

棄
し
て
超
越
し
た
観
心
の
概
念
が
本
門
の
上
位
概
念

・
絶
対
的
概
念
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。
絶
対
的
概
念
と
し
て
の
観
心
は
前
段
階
の
本

門
の
概
念
と
相
対
し
て
の
絶
対
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
本
門
観
心
の
相
対
的
関
係
を
否
定
超
越
し
た
絶
対
的
絶
対
と
で
も
い
う
べ
き
絶

対
の
意
味
で
あ

っ
て
、
そ
れ
故
絶
対
的

一
元
論
と
規
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
後
者
、
隆
師
の
本
門
は
四
重
興
廃
に
よ
る
中
古
天
台
思
想
の
そ
れ
で
は
な
く
、
法
華
経
の
絶
対
性
超
越
性
を
本
門
と
い

う
用
語
で
表
現
す
る
立
場
な
の
で
あ
る
。

『
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
』
の
冒
頭
に

「
一
代
諸
経
の
中
に
法
華
経
の
本
門
を
以
て
第

一
の
経
王

と
な
す
事
」
と
項
目
を
た
て
て
、

「法
華
宗
の
義
に
云
く
。
教
部
権
実
本
述
を
以
て

一
代
の
教
相
を
判
ず
る
。
」

と
示
し
、
隆
師
の
要
請
す
る
教
判
は

「教
部
権
実
本
述
」
判
で
あ
る
と
し
、
そ
の
中
の
本
述
判
を
も

っ
て
根
本
の
教
判
で
あ

る

と

定

義

し
、
続
け
て

「
惣
じ
て
は
三
世
十
方
微
塵
の
諸
経
の
中
に
は
本
門
上
行
付
属
の
妙
法
蓮
華
経
計
り
第

一
な
り
。
薬
王
の
十
喩
法
師
の
三
説

是

れ

な

り
。
此
の
本
門
上
行
付
属
の
妙
法
蓮
華
経
は
教
弥
実
位
弥
下
の
易
行

一
切
衆
生
最
初
下
種
無
上
の
大
法
な
り
。
故
に
本
門
を
以
て
第

一

（２
）

と
為
す
な
り
。
」

と
示
し
て
、
本
述
判
に
よ

っ
て
顕
わ
さ
れ
た
本
門
こ
そ
が
釈
迦

一
代
の
経
々
だ
け
で
な
く
、
久
遠
劫
よ
り
の
三
世
十
方
微
塵
の
諸
経
の
中

で
も
最
第

一
の
最
高
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
門
上
行
付
属
の
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
と
す
る
。
同
様
な
こ
と
は

『
私
新
抄
』
に
も

「本
門

ハ
自
レ
元
万
法
諸
経
ノ
根
本
、　
一
切
衆
生
下
種
ノ
本
地
ナ
レ
バ
本
述
二
門
倶
二
五
味
主
、　
一
切
経
ノ
根
本

一
乗
ナ
レ
バ
、
法
華

経

ハ
五
味
主
卜
云
フ
ハ
本
門
ノ
意
ナ
リ
等
卜
蓮
師

ハ
被
ン仰

者
ナ
リ
（で
」

「
四
重
興
廃
」
判
の
一
考
察
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と
示
し
て
、
本
門
を
最
高
の
概
念
と
し
て
い
る
。
隆
師
が
中
古
天
台
思
想
の
観
心
至
上
主
義
を
批
判
否
定
し
、
自
ら
主
張
し
た
法
華
経
至

上
の
教
相
主
義
の
立
場
か
ら
し
て
、
本
門
は
教
相
に
お
け
る
最
高
概
念
と
し
て
定
義
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
本
門
を
教
判
規
準

・

思
想
基
準
の
根
本
原
理
と
し
た
隆
師
の
本
門
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
古
天
台
思
想
の
四
重
興
廃
に
お
け
る
段
階
的
教
判
の
上
の
本

門
、
二
者
択

一
の
論
理
に
よ

っ
て
取
捨
さ
れ
る
よ
う
な
相
対
的
概
念
の
そ
れ
で
は
な
く
、
教
相
主
義
を
表
現
す
る
最
高
概
念
と
し
て
の
本

門
を
示
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
教
判
と
し
て
の
四
重
興
廃
の
本
門
と
は
定
義
の
方
法
が
異
な
り
、
前
述
の
二
者
択

一
の
論
理
は
隆
師
の

本
門
に
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
教
相
と
し
て
の
最
高
概
念
で
あ
る
本
門
と
い
わ
ゆ
る
観
心
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
隆
師
は
教
と
観
は

一
如
で
あ
り

一
致
で
あ

り

一
双
で
あ
る
と
し
相
対
比
較
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
の
こ
と
を

『
弘
経
抄
』

『
法
華
天
台
両
宗
勝
劣
抄
』
に

「
尋
ね
て
云
く
。
天
台
宗
に
云
ふ
が
如
く
日
蓮
宗
の
意
は
観
妙
を
以
て
本
妙
を
廃
す
と
云

っ
て
本
妙
よ
り
観
妙
勝
る
る
と
云

ふ

べ
き

や
。
答
。
観
妙
を
以
て
本
妙
を
廃
す
と
云
ふ
は
在
世
滅
後
正
宗
流
通
教
観
の
異
な
り
。
法
体
に
二
あ
り
。
本
妙
よ
り
観
妙
勝
る
る
と
云

ふ
に
は
非
る
な
り
。
滅
後
流
通
の
観
妙
に
望
む
れ
ば
在
世
正
宗
の
教
は
脱
益

・
聖
者
の
人
の
他
宝
な
る
故
に
滅
後
下
位
の
衆
生
の
所
用

に
立
た
ず
。
故
に
本
妙
を
廃
し
て
而
も
我
等
の
為
に
時
機
に
当
て
所
用
に
立
つ
る
滅
後
流
通
の
観
妙
を
取
る
べ
し
と
云
ふ
事
な
り
。
立

正
観
抄
に
委
悉
な
り
。
此
の
旨
を
知
ら
ざ
る
天
台
の
末
学
管
見
を
以
て
玄
の
二

・
四
重
興
廃
を
見
て
法
華
の
本
妙
よ
り
止
観
勝
る
る
と

い
ふ
は
大
僻
見
な
り
。
日
蓮
宗
の
意
は
雨
前
述
門
は
教
の
み
有

っ
て
観
な
し
。
本
門
に
は
教
即
観
に
し
て
教
観

一
致
な
る
故
に
本
妙
即

（
２４
）

観
妙
な
り
。
故
に
本
妙
を
廃
し
て
観
妙
を
取
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
」

「本
門
無
教

・
教
即
観
心
事
。
私
に
云
く
。
教
に
二
重
あ
り
。
雨
前
は
過
去
の
下
種
を
明
か
さ
ざ
る
が
故
に

一
向
脱
益
の
教
な
り
。
今

経
述
門
は
過
去
大
通
王
子
の
下
種
は
述
門
の
観
心
な
り
。
今
日
寂
場
已
来
の
熟
脱
は
滅
後
の
為
に
は
他
宝
の
教
な
り
。
な
ほ
大
通
下
種

の
観
心
も
本
門
下
種
の
観
妙
に
望
め
て
は
教
と
成
る
な
り
。
謂
く
本
起

っ
て
後
種
子
の
父
を
払

へ
ば
自
然
に
熟
と
な
る
故
な
り
。
本
門
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は

一
向
に
教
な
し
。
唯
観
心
の
み
な
り
。
―

（中
略
）
―
。
顕
本
す
る
仏
意
は
滅
後
末
法
の
名
字
信
行
総
持
の
観
心
に
有
る
故
に
本
門

は
教
な
し
。

一
向
滅
後
末
法
名
字
下
種
総
名
の
観
心
な
り
。
観
心
抄
に
本
門
は

一
向
滅
後
を
以
て
正
機
と
為
す
と
定
判
し
給
ふ
は
此
の

（
２５
）

意
な
り
。
」

「教
を
判
ず
る
日
は
述
本
双
照
し
、
教
を
以
て
己
心
に
入
る
る
と
き
は
二
あ
る
述
本
を

一
絶
な
ら
し
め
て
行
者
を
不
二
の
実
理
に
落
居

せ
し
む
る
な
り
。
故
に
教
の
述
本
は
所
観
の
境
と
な
り
観
心
は
能
観
の
智
と
な
る
な
り
。
此
の
意
を
知
ら
ざ
る
天
台
の
末
学
は
玄
文
所

釈
の
述
本
の
教
相
を
見
て
、
述
本
は
己
分
下
劣
の
法
な
り
と
思
い
、
止
観
観
心
釈
の
事
相
の
諸
教
を
己
心
に
入
れ
述
本
倶

絶

す

る
を

（％
）

ば
、
述
本
の
法
体
よ
り
観
心
の
法
体
勝
れ
た
り
と
思
ひ
て
、
止
観
法
華
の
教
観
を
取
り
放
し
て
勝
劣
を
論
じ
大
謗
法
を
起
す
な
り
。
」

等
と
述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
教
相
と
観
心
は
能
所
や
修
行
の
時
期
の
差
異
に
し
て
、
教
観
を
相
対
す
べ
き
で
な
く
、
両
者
は

一
致
で
あ

り
、　
一
如
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
隆
師
に
お
い
て
は
宗
教
的
価
値
基
準
の

一
つ
で
あ
る
修
行
実
践
を
考
慮
し
た
概
念
と
し
て
示

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
思
想
的
理
論
は
絶
対
の
上
の
相
対
と
い
う
論
理
に
立

っ
て
表
現
さ
れ
、
教
相
で
示
さ
れ
た
絶
対
概
念
の
本
門

が
ど
う
具
体
的
に
実
践
さ
れ
る
か
と
い
う
意
味
で
、
教
相
と
観
心
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
隆
師
の
本
門
は
絶
対
的

一
元
論
と

し
て
の
概
念
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
教
相
に
お
け
る
概
念
で
あ
る
か
ら
、
観
心
を
宗
教
的
実
践
の
価
値
と
し
て
絶
対
の
上
の
相
対
の
論

理
で
表
現
し
、
教
観

一
如

・
教
観

一
致
し
て
宗
教
と
し
て
の
価
値
、
理
論
と
実
践
と
の
統

一
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
中
古
天
台

本
覚
思
想
の
観
心
は
同
じ
絶
対
的

一
元
論
の
概
念
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
現
実
の
事
象
も
全
く
肯
定
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
修
行
実
践

の
面
は
忘
却
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
教
相
を
捨
棄
否
定
し
た
観
心
至
上
主
義
の
欠
点
が
あ
る
と
い
え
る
。

以
上
、
隆
師
の
本
門
観
と
も
い
う
べ
き
教
相
至
上
の
考
え
方
を
み
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
隆
師
に
お
い
て
は
本
門
は
中
古
天
台
の
四
重

興
廃
の
い
う
本
門
と
は
全
く
別
に
定
義
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
更
に
観
心
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
両
者
の
相
違
は
教
相
と
観
心
と
の

関
係
に
お
け
る
定
義
の
相
違
に
よ
る
こ
と
で
明
ら
か
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
隆
師
の
教
学
は
法
華
経

・
そ
れ
も
本
門
の
法
華
経
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を
至
上
と
す
る
教
相
主
義
で
あ
り
、
本
門
は
そ
れ
を
基
礎
づ
け
る
根
本
原
理
と
し
て
の
最
高
概
念
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

“

結

終
り
に
、

「
四
重
興
廃
」
に
関
し
て
、
中
古
天
台
思
想
の
教
判
と
な

っ
た
二
者
択

一
の
論
理
か
ら
み
る
と
、
行
学
院
日
朝
師
も
、
日
隆

聖
人
も
権
実
判

（
雨
前
と
述
門

・
即
ち
法
華
経
と
他
の
諸
経
）
に
関
し
て
は
適
用
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
に
は
適
用
さ
れ
て
い
な

い
と
い
え
る
。
そ
れ
は
日
朝
師
が
本
述

一
致
の
立
場
か
ら
し
て
、
ま
た
日
隆
聖
人
は
本
門
第

一
の
教
相
至
上
の
立
場
か
ら
し
て
、
教
と
観

の
二
者
相
対
、
両
者
の
取
捨
勝
劣
は
考
え
な
い
こ
と
に
よ
る
と
い
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
古
天
台
思
想
の
観
心
至
上
主
義
は
影
響

大
な
る
思
想
で
あ
る
が
、
日
蓮
教
学
に
と

っ
て
は
妙
法
五
字
の
唱
題
と
い
う
実
践
行
を
無
視
で
き
ず
、
妙
法
五
字
と
中
古
天
台
の
観
心
と

の
関
連
に
お
い
て
中
古
天
台
思
想
の
表
現
を
ど
う
受
容
す
る
か
に
、
天
台
教
学
研
鑽
の
努
力
が
な
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
日
朝
師
は

題
目
を
観
心
と
し
、
日
隆
聖
人
は
滅
後
末
法
名
字
信
行
の
総
名
を
観
心
と
す
る
の
で
あ
る
。
前
者
は
本
述

一
致
の
立
場
の
題
目
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
後
者
は
本
門
の
法
華
経
に
よ
る
本
門
上
行
付
属
の
題
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、
両
者
と
も
教
と
観
は

一
致
と
し
た

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
と
観
の
内
容

ｏ
意
味
づ
け
に
相
違
が
あ
り
、
形
式
的
に
み
れ
ば
同
じ

一
致
の
よ
う
で
あ

っ
て
も
、
両
者
は

全
く
異
な

っ
て
定
義
さ
れ
た
概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
法
華
経

（方
便
品
と
寿
量
品
）
の
読
誦
が
本
述
で

あ

っ
て
教
相
で
あ
り
、
題
目
を
唱
え
る
こ
と
が
観
心
で
あ
る
と
配
す
る
日
朝
師
の
教
観

一
致
と
、
本
門
の
法
華
経
と
い
う
教
相
を
最
高
概

念
と
し
、
そ
の
教
相
に
即
し
て
の
題
目
を
唱
え
る
と
い
う
実
践
行
が
観
心
で
あ
る
と
し
て
の
教
観

一
如
の
日
隆
聖
人
の
立
場
は
似
て
異
な

る
も
の
と
い
え
る
。
そ
れ
で
も
日
蓮
教
学
と
中
古
天
台
思
想
と
を
比
較
対
照
し
た
と
き
に
は
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
日
蓮
教
学
の
独
自
性

・
主
体
性
を
希
求
し
た
の
で
あ
る
こ
と
は
充
分
に
伺
い
知
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
。
日
朝
師
と
日
隆
聖
人
と
の
更
な
る
比
較
検
討
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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